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  架空事例について考えるワークを通して、子供に寄り添ったきき方に 

ついて考えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰の問題？「きき方」シート ガイド 

話題が教師が感じる問題にすり替わっていませんか？ 

まずは、本人が感じている問題に耳を傾けよう！ 

・タカシにとって大切なことは、自分が感じている問題（②）をしっかり聞いてもら

えることです。せっかく伝えたのに、これ以外の話になってしまうと「分かっても

らえなかった」「指導された」と感じてしまうことでしょう。 

・教師は、子供の話の中で無意識にその子自身の問題を感じ取り、望ましい行動や

考え方を指導したくなりがちなのではないでしょうか。 

・本人の感じる問題から解き放たれた状態になってはじめて、その他の問題も一緒

に考えていくことができるのではないでしょうか。 

まずは、「誰の問題？『きき方』シート」のワークに

取り組んでみましょう！ 

 

事例を読む。 

 
問題だと感じたことを 

たくさん挙げる。 

STEP1  
どの問題から 

  話すか考える。 

 

STEP２ STEP３ 

次に、挙げてみた問題を「誰にとっての問題か」の視点で、 

以下のように 3つに分類してみましょう。 

 

 

 

 

（例） 

・

①相談を受けた教師が 

感じるタカシの問題 

 

 

（例） 

②相談しているタカシ

が感じている問題 

 

 

 

（例） 

③タカシに関わる 

周囲の人の問題 

ご自身のケースや事例でもこ

のワークと同じように「誰の問題

か」の視点で考えてみましょう。 

皆さんが話そうと思ったことは、①②③のどこに分類されていましたか 


